
紹

介

福
尾
教
授
退
官
記
念
事
業
会
編

『
日
本
中
世
史
論
集
』

『
近
世
祉
会
経
済
史
論
集
』

　
広
島
大
学
文
学
部
教
授
福
尾
猛
市
郎
氏
は
、
昭

和
四
十
七
年
三
月
を
も
っ
て
定
年
退
官
さ
れ
た
。

氏
は
『
日
本
家
族
制
度
史
』
　
『
京
・
鎌
倉
』
な
ど

の
著
者
と
し
て
、
ま
た
『
近
江
八
幡
史
』
　
『
貝
塚

市
史
』
な
ど
定
評
あ
る
地
方
史
の
編
纂
に
よ
っ
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
退
嬰
を
記
念
し
て
、

氏
の
薫
陶
の
も
と
に
あ
っ
た
広
島
大
学
の
卒
業
生

と
、
広
島
文
理
大
の
卒
業
生
が
一
体
と
な
っ
て
退

官
記
念
論
文
集
二
冊
を
上
梓
さ
れ
た
。

　
前
老
は
そ
の
う
ち
中
世
に
関
す
る
論
文
十
二
編

が
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
日
本
中
世
史
論

集
』
と
名
付
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
こ
の
論
文
集
は
時
代
的
に
は
平
安
後
期
か

ら
戦
国
時
代
ま
で
、
ま
た
そ
の
分
野
も
政
治
・
経

済
・
文
化
・
対
外
交
渉
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
以
下
、
大
体
時
代
順
に
収
め
ら
れ
た
各
論
考

の
要
旨
を
追
う
こ
と
に
よ
り
紹
介
に
し
た
い
と
思

う
。
な
お
要
約
に
い
た
ら
な
い
点
が
あ
る
か
と
思

う
が
、
そ
の
点
は
こ
諸
悪
を
こ
う
次
第
で
あ
る
。

　
坂
本
賞
三
「
延
久
荘
園
整
理
令
と
加
納
」
　
王

朝
国
家
体
制
の
な
か
に
加
納
を
位
置
付
け
た
も
の
。

元
来
た
ん
に
本
免
に
付
加
え
ら
れ
た
荘
領
の
意
で

あ
っ
た
加
納
が
、
国
司
に
よ
る
諸
説
や
公
田
籠
作

な
ど
免
除
富
田
制
の
枠
を
こ
え
て
加
免
さ
れ
た
も

の
を
さ
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
加
納
が
荘
園

整
理
令
の
対
象
と
な
り
、
最
初
に
明
確
に
禁
止
対

象
と
し
て
加
納
を
取
上
げ
た
の
が
延
久
整
理
令
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

　
外
山
幹
爽
「
中
世
武
家
の
成
立
に
関
す
る
一
考

察
－
大
友
氏
の
場
合
一
」
中
世
翼
端
成
立
の
一
瞥

例
と
し
て
相
模
か
ら
出
、
の
ち
豊
後
に
雄
飛
し
た

大
友
氏
を
取
上
げ
、
そ
の
始
祖
能
直
の
出
自
・
所

領
・
従
者
に
つ
き
考
察
し
た
も
の
。
出
自
に
つ
い

て
は
古
庄
能
実
実
子
説
、
所
領
・
従
者
に
つ
い
て

養
父
中
原
親
能
の
力
が
関
っ
て
い
た
と
説
か
れ
る
。

　
重
松
明
久
「
歎
異
抄
の
著
者
に
つ
い
て
」
　
唯

一
の
宗
教
関
係
論
文
。
通
説
で
は
歎
異
型
の
著
者

と
し
て
河
和
田
の
唯
円
が
有
力
で
あ
る
が
、
唯
円

が
無
宿
善
説
で
歎
親
署
と
思
想
的
に
相
違
が
あ
る

こ
と
や
二
十
四
輩
の
伝
承
な
ど
か
ら
み
て
、
今
一

人
の
唯
円
鑓
鳥
喰
の
唯
円
を
そ
の
著
者
と
す
る
。

な
お
そ
の
師
信
願
の
造
悪
無
碍
的
傾
向
と
歎
異
抄

の
関
係
を
述
べ
る
な
ど
思
想
内
容
に
も
触
れ
る
。

　
佐
川
弘
「
中
世
北
豊
地
方
に
お
け
る
『
下
作

職
』
に
つ
い
て
…
農
罠
的
土
地
保
有
の
成
立
に
関

連
し
て
一
」
　
宇
佐
宮
に
関
連
深
い
北
豊
地
方
で

の
下
作
職
の
成
立
が
名
主
職
一
私
領
主
職
の
分
解

（
加
地
子
名
主
職
お
よ
び
下
作
職
へ
の
）
現
象
で

あ
る
と
と
も
に
、
下
作
職
に
領
主
的
下
級
職
の
性

格
が
強
く
、
ま
た
神
官
・
郷
司
な
ど
小
領
主
層
が

他
領
の
下
作
職
を
集
積
す
る
現
象
が
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
ら
、
そ
れ
を
一
円
所
領
化
で
き
な
い
屈
折

し
た
封
建
的
関
係
と
み
る
も
の
。

　
岸
田
裕
之
「
守
護
山
名
氏
の
備
後
國
支
配
の
展

開
と
知
行
制
」
　
守
護
山
名
氏
の
備
後
国
領
国
支

配
の
な
か
に
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
十

五
世
紀
前
半
在
地
領
主
知
行
分
に
つ
き
貫
高
掘
握

を
行
い
、
そ
れ
を
基
準
に
役
銭
を
課
す
貫
高
制
の

採
用
が
み
ら
れ
る
と
し
、
戦
国
大
名
知
行
型
の
原

型
を
そ
こ
に
認
め
る
も
の
。

　
田
村
洋
幸
．
「
室
町
前
期
の
日
朝
関
係
－
十
四
世

紀
末
～
十
五
世
紀
前
半
に
お
け
る
手
使
を
中
心
と

し
て
一
」
李
氏
朝
鮮
建
国
か
ら
成
宗
期
ま
で
の
日
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朝
通
交
で
の
宗
氏
の
拾
頭
、
ま
た
正
使
（
通
交
許

可
者
の
名
義
を
偽
っ
て
通
商
す
る
商
人
）
の
発
生

と
そ
の
取
締
り
の
た
め
朝
鮮
と
宗
氏
の
間
に
約
定

が
結
ば
れ
る
経
過
を
述
べ
て
い
る
。

　
河
合
正
治
「
東
山
文
化
と
武
土
階
層
」
　
東
山

文
化
に
対
す
る
武
士
諸
階
層
の
か
か
わ
り
を
具
体

例
を
あ
げ
考
察
し
た
も
の
。
政
治
社
会
面
の
動
向

（
守
護
大
名
の
勢
力
失
墜
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
中

央
で
の
奉
公
衆
お
よ
び
地
方
で
の
守
護
代
・
国
人

層
の
進
出
）
が
文
化
活
動
（
北
山
文
化
の
担
い
手

と
し
て
の
守
護
大
名
と
、
東
山
文
化
の
担
い
手
と

し
て
の
奉
公
衆
お
よ
び
地
方
で
の
受
容
体
と
し
て

の
国
人
層
）
に
影
響
を
与
え
て
い
る
状
況
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　
国
島
浩
正
「
中
世
後
期
に
お
け
る
領
主
制
の
発

展
一
葦
中
国
新
見
庄
の
±
豪
金
子
氏
の
領
主
化
へ

の
志
向
に
つ
い
て
一
」
名
主
層
の
階
層
分
化
を
背

景
に
、
土
豪
層
1
1
有
力
名
主
層
（
田
所
金
子
氏
）

は
荘
官
名
な
ど
を
中
核
と
し
て
名
主
職
を
集
積
し
、

加
え
て
名
主
連
合
に
よ
り
領
主
化
を
指
向
す
る
が
、

荘
官
と
し
て
庄
園
制
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り

東
寺
直
務
支
配
下
で
の
写
譜
職
の
否
定
の
事
態
に

あ
っ
た
と
き
に
没
落
し
た
と
す
る
。

　
黒
川
正
宏
「
中
世
村
落
の
基
礎
構
造
」
　
菅
野

荘
と
山
国
荘
と
の
対
比
を
軸
に
土
豪
層
の
存
在
の

膚
無
が
村
落
形
態
に
規
定
的
条
件
で
あ
る
と
す
る

も
の
。
す
な
わ
ち
土
豪
の
存
在
す
る
山
国
荘
で
は

惣
荘
一
村
惣
中
の
二
重
構
造
を
と
り
特
権
的
存
在

と
し
て
名
主
層
が
あ
る
の
に
対
し
、
存
在
し
な
い

菅
浦
荘
は
階
層
差
の
乏
し
い
村
落
構
造
で
、
惣
荘

の
み
の
単
一
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
中
世
惣

村
の
典
型
と
し
て
は
山
国
荘
が
そ
れ
に
あ
た
る
と

す
る
。

　
松
岡
久
人
「
室
町
戦
国
期
の
周
防
国
衙
領
と
大

内
氏
」
　
周
防
守
護
大
内
氏
が
そ
の
守
護
領
困
制

の
展
開
の
な
か
に
国
衙
領
を
い
か
に
編
成
し
た
か

を
究
明
し
た
も
の
。
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
の
も

と
、
大
内
氏
は
悠
永
六
年
国
衙
領
法
度
を
制
定
し

国
衙
の
権
益
を
保
証
す
る
。
爾
来
、
法
度
は
代
々

安
堵
さ
れ
る
が
、
実
態
と
し
て
は
次
第
に
国
衙
賦

課
は
強
化
さ
れ
て
ゆ
き
応
仁
の
乱
後
は
国
衙
領
横

領
に
い
た
る
。
そ
の
後
再
び
東
大
寺
に
還
付
さ
れ

困
衙
維
持
が
図
ら
れ
る
が
、
そ
の
頃
に
は
徳
政
一

揆
が
勃
発
し
支
配
の
質
的
転
換
が
も
と
め
ら
れ
る

時
期
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
青
野
春
水
「
戦
国
期
伊
予
に
お
け
る
軍
制
と
知

行
制
」
　
伊
予
守
護
河
野
氏
は
十
五
世
紀
末
～
十

六
世
紀
前
半
に
か
け
て
軍
制
の
再
編
成
（
御
一
門

三
十
二
将
器
）
を
行
な
っ
た
。
知
行
制
で
は
充
分

に
荘
園
制
的
な
職
の
知
行
を
克
服
で
き
ず
、
領
国

内
に
は
小
戦
国
大
名
的
存
在
を
含
ん
で
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
河
野
氏
が
支
配
を
保
て
た
の
は
こ

の
再
編
成
に
よ
る
組
織
化
に
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。

　
渡
辺
澄
夫
「
荘
園
制
と
封
建
制
私
見
－
一
般
的

理
解
の
推
進
の
た
め
に
一
」
　
荘
園
的
貴
族
的
土

地
所
有
と
封
建
的
領
主
的
土
地
所
有
の
本
質
的
相

違
を
貢
租
の
有
無
に
も
と
め
、
ま
た
封
建
制
の
完

成
型
た
る
幕
藩
体
制
下
土
地
所
有
の
主
特
徴
を
軍

役
・
幕
府
直
轄
地
に
し
ぼ
り
、
そ
の
淵
源
を
た
ど

る
こ
と
に
よ
り
、
や
は
り
鎌
倉
政
権
を
封
建
制
成

立
の
端
緒
で
あ
る
と
論
じ
る
。

　
　
　
　
　
（
綾
村
宏
・
京
都
大
学
大
学
院
学
生
）

　
『
近
世
社
会
経
済
史
論
集
』
は
十
一
論
文
を
収

め
て
い
る
。

　
吉
永
昭
「
城
下
町
御
用
商
人
の
性
格
に
つ
い

て
」
は
、
信
州
松
代
藩
の
御
用
商
入
八
田
家
の
化

政
か
ら
天
保
期
に
お
け
る
資
金
調
達
の
実
態
を
解

明
し
、
同
家
が
藩
の
内
借
方
か
ら
の
借
用
に
依
存
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